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ベトナム助産師助産院研修 

 

●研修日程：2014 年 4 月 2 日～4 月 13 日 

●研修生ベトナム助産師（ベトナム助産師会役員メンバー３名）： 

①PHAN THI HANH(ベトナム助産師会会長) 

②NGUYEN TAHNH THUY(ベトナム助産師会副会長) 

③LE THI NHAN(Hue 病院 勤務) 

●研修場所 

①山本助産院-神奈川県横浜市（４月３日～４月９日(am)） 

②ウパウパハウス岡本助産院-神奈川県川崎市（4 月 9 日(pm)～4 月 12 日） 

③日本赤十字医療センター産科領域見学（4 月 11 日） 

④東京医療保健大学見学（助産師教育施設）（4 月 11 日） 

●研修の指標 (日本で学んだことをベトナムでの母子保健に活用し、後輩の育成にあたる。) 

① 日本の助産院において、継続的で妊産婦主体のケアについて学ぶ。 

② 異常分娩予防のための妊婦健診と保健指導について学ぶ。 

③ 産後の母乳確立に向けた支援等の母子のケアについて学ぶ。 

     

研修報告 

４月２日  

VN310 便（7：35）成田空港到着 

ジャイカ関係会議（本会館２階） 

国際委員会-研修計画確認 

ウェルカム会食 

ウパウパハウス岡本助産院泊（②Thuy ③Nhan） 

浅草橋ホテル泊（①Hanh 会長） 

4 月３日  

① Hanh 会長 

AM ベトナム ODA 会議（企業）出席 

② Thuy ③Nhan 

 AM 妊婦健診（超音波診断、計測等）           [妊婦健診研修風景１] 

実習-ウパウパハウス岡本助産院 

    PM 施設オリエンテーション-山本助産院  



4 月 4 日 ①Hanh  ②Thuy ③Nhan 

ベビーマッサージ・妊婦健診（超音波診断、計測等）実習- 山本助産院 

夜は、ベトナム料理で入院の産婦さんも一緒にもてなし食事会が開かれた。 

 
 
 
 
 
 

[妊婦健診研修風景２] 

                              [山本助産院での記念写真] 

4 月 5 日(土) ①Hanh  ②Thuy ③Nhan 

鎌倉見学 

 帰宅後、21 時過ぎに出産があり、分娩介助に立ち会う 

「静かで出産時の出血もなくこんな分娩は見たことがなかった。」 

 「これがまさに日本の助産院のお産で、自然分娩の真髄を感じた」 

 「１日、50 人の分娩を扱っている中では、このような分娩ケアはすぐにはできないが

本来の自然のお産を知り少しづつでも取り入れていきたい」 

      
 
 
  
 
 
 
     [分娩研修風景１]                   [分娩研修風景２] 

 

 4 月６日（日） 

  休み。 

 

 ４月７日（月） 

 ① Hanh 会長 ベトナム ODA 会議出席   

② Thuy ③Nhan 

 マタニティーヨガ等実習-山本助産院  

 
[マタニティーヨガ等研修風景１] 



 

 ４月８日（火） ①Hanh  ②Thuy ③Nhan 

   ベビーマッサージ・妊婦健診 

（超音波診断、計測等）実習-山本助産院  

 
  4 月９日（水） 

AM 第２研修施設、ウパウパハウス 

岡本助産院に移動              [健診中にハンドマッサージの研修中風景] 

 

  PM 修生と中間報告会             「山本助産院で見た日本の助産院

のケアは産婦さん、妊婦さん、一人ひとりを丁寧なケアをしている」 

 「現状のベトナムでは同じようにする事は難しいが、仲間に伝え診察するとき分娩介

助に臨むときに少しのケアからでも取り入れたい」 

 

 ４月１０日（木） 

  AM 妊婦健診（超音波診断、計測等）実習- ウパウパハウス岡本助産院 

 PM 東京見学 （はとバスツアー） 

 

 ４月１１日（金） 

  AM 東京保健医療大学見学（助産師科） 

  PM 日本赤十字医療センター（周産期領域）見学 

  

 ４月 12 日（土） 

AM マタニティーヨガクラス実習 

妊婦健診実習 

 
                          

              [マタニティーヨガクラスでの研修風景] 

 

[超音波での健診研修風景] 

 

 

 

 

  

 [ウパウパ岡本助産院での記念写真] 



４月 12 日（土）PM  振り返り会でハン会長より 

 

「日本における助産院での研修はベトナムの助産とは全く異なる日本の助産について知る

ことができました。 

今後も助産院での研修を続け行き、たくさんの仲間にも研修してもらいたい。              

 

日本の助産院のようなお産、妊産婦ケア研修を受け、それらを今後のベトナムの助産に 

おいても、実現したいと強く思った。 

ご協力いただいた方々に心からお礼申し上げます。」 

 

 

 

４月１３日 VN301 便で成田から帰国 

 

                                  以上 


